
国立大学法人弘前大学                       大学番号： ８  
 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

１ 全体評価 

 

【原文】 

「また、教員業績評価・組織評価・事務職

員業績評価については、評価基準の策定

やそれに基づく評価の実施等の取組が遅

れており、今後、早急な対応が求められ

る。」 

 

【申立内容】 

【修正文案】の通り変更願いたい 

 

【修正文案】 

「組織評価については、「組織評価の基本

方針（素案）」と「組織評価の実施要項

（素案）」を策定したが最終決定には至

っておらず、また、事務職員の新たな業

績評価については、事務職員の人事評価

システムに係る「人事評価実施要項」と

「人事評価マニュアル」を策定し、平成2

0年度に実施することが決定しているが、

今後、早急な対応が求められる。」 

 

【理由】 

・教員業績評価については、平成19年度に

実施済のため。 

・組織評価については、「組織評価の基本

方針（素案）」と「組織評価の実施要項

（素案）」を策定しているため。 

・事務職員の評価については、平成19年度

に「人事評価実施要項」と「人事評価マ

ニュアル」を策定し、平成20年度に実施

することが決定しているため（平成20年

度実施中）。 

 

 

 

【対応】 

意見を踏まえ、下記のとおり修正する。 

 

『また、教員業績評価の評価結果の賞与等

への反映、組織評価の基本方針（素案）等の

最終決定及び事務職員業績評価に係る評価

の実施が遅れており、今後、早急な対応が求

められる。』 

 

【理由】 

事実関係に即した修正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国立大学法人弘前大学                       大学番号： ８  
 

申立ての内容 申立てへの対応 

 

【評価項目】 

１ 全体評価 

 

【原文】 

「このように、平成16 年度以降の評価委員

会の評価結果で課題として指摘された事

項に対して十分な対応がなされていない

ことから、大学全体として課題の解決に

向けた真摯な対応が求められる。」 

 

【申立内容】 

【修正文案】の通り変更願いたい 

 

【修正文案】 

「このように、平成16年度以降の評価委員

会の評価結果で課題として指摘された事

項に対して十分な対応がなされていない

ことから、大学全体として課題の解決に

向けた早急な対応が求められる。」 

 

【理由】 

平成16 年度以降の評価委員会の評価結

果で課題として指摘された事項について

は、一部十分な対応はなされていないも

のの、評価結果は真摯に受けとめて大学

運営に活用し、以下のとおり中期目標・

中期計画の達成に向けて業務の進捗が図

られているため。 

・大学院博士課程の学生収容定員の充足

に向けた取組として、医学研究科では

、引き続き、入試広報活動を積極的に

行うとともに、学生募集を第４次試験

まで実施した。その結果、平成18年度

と比較して、入学者数は35人から46人

と増え、収容数は152人から155人と僅

かながらではあるものの増加したこと

。また、保健学研究科（博士課程）の

【対応】 

 原案のとおりとする。 

 

【理由】 

平成１６年度以降の評価委員会の評価結果

を踏まえて様々な取組を行っていることは理

解するが、なお複数の課題が残っており、十

分な対応がなされていないため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



設置に当たって、入学定員９人を振り

替え、入学定員適正化の措置を講じた

こと。 

・教員業績評価については、平成19年度

に実施し、評価結果に応じて平成20年

度基盤研究経費を配分することを決定

していること（平成20年度実施済）。

・組織評価については、「組織評価の基

本方針（素案）」と「組織評価の実施

要項（素案）」を策定していること。

・事務職員の評価については、平成19年

度に「人事評価実施要項」と「人事評

価マニュアル」を策定し、平成20年度

に実施することが決定していること。

 ・第３次事務組織再編の実施について、

平成２０年度に決定していること（平

成20年度実施済）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国立大学法人弘前大学                        大学番号： ８  
 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

２ 項目別評価 

（１）業務運営の改善及び効率化 

 

【原文】 

「平成19年度に｢弘前大学における教員業

績評価の基本方針｣と「弘前大学教員業績

評価実施要項」を策定し、教員の業績評

価を実施しているが、評価結果の賞与等

への反映には至っていないことから、早

急な対応が求められる。」 

 

【申立内容】 

【修正文案】の通り変更願いたい 

 

【修正文案】 

「平成19 年度に｢弘前大学における教員業

績評価の基本方針｣と「弘前大学教員業績

評価実施要項」を策定し、教員の業績評

価を実施している。評価結果の活用とし

て、評価結果に応じて平成20年度基盤研

究経費を配分することを決定しているが

、賞与等への反映には至っていないこと

から、早急な対応が求められる。」 

 

【理由】 

「平成19年度実施に係る教員業績評価結

果の反映方法について」を策定し、役員

会で決定しているため（平成20年度実施

済）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対応】 

 意見のとおりとする。 

 

【理由】 

 事実関係に即した修正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国立大学法人弘前大学                        大学番号： ８  
 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

２ 項目別評価 

（１）業務運営の改善及び効率化 

 

【原文】 

「また、事務職員の業績評価については、

事務職員の人事評価システムに係る「人

事評価実施要項」と「人事評価マニュア

ル」を策定したが、実施には至っておら

ず、引き続き早急な対応が求められる。

」 

 

【申立内容】 

【修正文案】の通り変更願いたい 

 

【修正文案】 

「また、事務職員の業績評価については、

事務職員の人事評価システムに係る「人

事評価実施要項」と「人事評価マニュア

ル」を策定し、平成20年度に実施するこ

とが決定しているが、早急な対応が求め

られる。」 

 

【理由】 

事務職員の評価については、平成19年度

に「人事評価実施要項」と「人事評価マ

ニュアル」を策定し、平成20年度に実施

することが決定しているため（平成20年

度実施中）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対応】 

 意見を踏まえ、下記のとおり修正する。 

 

『また、事務職員の業績評価については、

事務職員の人事評価システムに係る「人事評

価実施要項」と「人事評価マニュアル」を策定

したが、平成 19 年度中には評価を実施してお

らず平成 20 年度に実施することとしていること

から、引き続き早急な対応が求められる。』 

 

【理由】 

事実関係に即した修正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国立大学法人弘前大学                        大学番号： ８  
 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

２ 項目別評価 

（１）業務運営の改善及び効率化 

 

【原文】 

「【法人による自己評価と評価委員会の評

価が異なる事項】 

○年度計画【17-2】「医学研究科におけ

る学生収容定員の充足に努める」（実

績報告書19頁）については、収容定員

を満たさなかったことから、年度計画

を十分には実施していないものと認め

られる。」 

 

【申立内容】 

削除願いたい 

 

【理由】 

１．医学研究科において、卒後臨床研修の

義務化に伴い、医学部新卒者の大学院進

学がなくなり、更に医師の大都市圏集中

が進む中で、学生収容定員を満たすこと

はできなかったものの、以下のとおり学

生収容定員の充足に努めていることか

ら、「年度計画を十分に実施している」

と判断したため。 

・入学者の確保に向けて、募集要項等を

医療機関等に幅広く送付するなどの取

組を強化した。各講座が主体となって、

青森県内に止まらず、北海道、岩手県

及び秋田県の医療機関の勤務医に対し

て、積極的に入学の働きかけを行うと

ともに、学生募集を第４次試験まで実

施した。その結果、平成18年度と比較

して、入学者数は35人から46人と増え、

収容数は152人から155人と僅かながら

ではあるものの増加したこと。 

・社会医学講座では、長年、スポーツ医

【対応】 

 意見のとおりとする。 

 

【理由】 

医学研究科における入学者の確保のため

に様々な取組を行っており、その結果、入学

者数が次第に増加していることや、入学定員

の適正化に努めていることが認められるため。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学に取り組み、その実績が高く評価さ

れている。メダリストを含むオリンピ

ック選手などの一流アスリートが入学

し、学位を取得しており、平成 20 年度

入試では、バルセロナ五輪柔道金メダ

リストが合格するなどの成果が現れて

いる。 

２．上記１．のほか、以下のとおり入学定

員の適正化にも努めているため。 

・保健学研究科（博士課程）の設置に当

たって、医学系研究科医科学専攻（博

士課程）から入学定員９人を振り替え、

入学定員適正化の措置を講じたこと。

・医学研究科医科学専攻（博士課程）か

ら入学定員を振り替え、修士課程の設

置について検討したこと。 

 ・医学研究科医科学専攻（博士課程）に

おける入学定員の削減について検討し

たこと（平成21年度から５名削減）。

３．当該年度計画は、平成 16 年度に係る業

務の実績に関する評価結果において課題

として指摘され、これを真摯に受け止め、

平成 18 年度計画に記載したものである。

その後、平成 19 年度以降の年度計画につ

いても記載してきた。 

大学院の学生募集は９月から３月にか

けて行われており、次年度の年度計画を

届け出る際には収容数が確定している。

また、充足率も 90%を満たしていないこと

は確定している。 

従って、当該年度計画は、次年度の学

生募集に向けて収容定員の充足に一層努

めるとの趣旨から設定したものである。

これらのことから、平成 19 年５月１日

現在における収容定員を満たさなかった

ことをもって、年度計画を十分には実施

していないとの評価については、妥当で

はないと判断したため。 

 

 

 

 



国立大学法人弘前大学                        大学番号： ８  
 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

２ 項目別評価 

（１）業務運営の改善及び効率化 

 

【原文】 

「【評定】中期目標・中期計画の達成のた

めにはやや遅れている 

（理由）年度計画の記載60事項中59事項が

「年度計画を上回って実施している」又

は「年度計画を十分に実施している」と

認められるが、１事項について「年度計

画を十分には実施していない」と認めら

れること、大学院博士課程において学生

収容定員の充足率が90％を満たさなか

ったこと、平成16 年度から平成18 年度

までの評価結果で評価委員会が指摘し

た事項に対して十分な対応がなされて

いないこと等を総合的に勘案したこと

による。」 

 

【申立内容】 

【修正文案】の通り変更願いたい 

 

【修正文案】 

「【評定】中期目標・中期計画の達成に向

けておおむね順調に進んでいる 

（理由）年度計画の記載60 事項すべてが

「年度計画を上回って実施している」又

は「年度計画を十分に実施している」と

認められるが、大学院博士課程において

学生収容定員の充足率が90％を満たさ

なかったこと、平成16 年度から平成18 

年度までの評価結果で評価委員会が指

摘した事項に対して十分な対応がなさ

れていないこと等を総合的に勘案した

ことによる。」 

 

【理由】 

【対応】 

 意見を踏まえ、下記のとおり修正する。 

 

『【評定】中期目標・中期計画の達成のため

にはやや遅れている 

（理由）年度計画の記載60事項すべてが「年

度計画を上回って実施している」又は「年度計

画を十分に実施している」と認められるが、大

学院博士課程において学生収容定員の充足

率が90％を満たさなかったこと、平成16年度

から平成18年度までの評価結果で評価委員

会が指摘した事項に対して十分な対応がなさ

れていないこと等を総合的に勘案したことによ

る。』 

 

【理由】 

 前述意見に対する対応のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年度計画【17-2】「医学研究科における

学生収容定員の充足に努める」（実績報

告書19頁）については、年度計画を十分

に実施していることから、当該項目にお

ける年度計画の記載60 事項すべてが「

年度計画を上回って実施している」又は

「年度計画を十分に実施している」とな

るため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国立大学法人弘前大学                        大学番号： ８  
 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

２ 項目別評価 

（３）自己点検・評価及び情報提供 

 

【原文】 

「また、事務職員の業績評価については、

事務職員の人事評価システムに係る「人

事評価実施要項」と「人事評価マニュア

ル」を策定したが、実施には至っておら

ず、引き続き早急な対応が求められる。

」 

 

【申立内容】 

【修正文案】の通り変更願いたい 

 

【修正文案】 

「また、事務職員の業績評価については、

事務職員の人事評価システムに係る「人

事評価実施要項」と「人事評価マニュア

ル」を策定し、平成20年度に実施するこ

とが決定しているが、早急な対応が求め

られる。」 

 

【理由】 

・事務職員の評価については、平成19年度

に「人事評価実施要項」と「人事評価マ

ニュアル」を策定し、平成20年度に実施

することが決定しているため（平成20年

度実施中）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対応】 

 意見を踏まえ、下記のとおり修正する。 

 

『また、事務職員の業績評価については、

事務職員の人事評価システムに係る「人事評

価実施要項」と「人事評価マニュアル」を策定

したが、平成 19 年度中には評価を実施してお

らず平成 20 年度に実施することとしていること

から、引き続き、早急な対応が求められる。』 

 

【理由】 

事実関係に即した修正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




